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　本稿の範園　取引の目的物としての企業観念が、我が國に於
て歴史的に存在し遊か、否か。存在しぬとすれば、それは如何
なる登展的過程を示したか、といふことを、法律的に観察した
いといふのが本稿の目的である。從て、例へば「座」そのもの、
或は「株何澗」そのものを研究の封象とすることは本稿の同的
ではない。≧れ等の制度の、維濟史的乃至は融會學的研究は、
既に我が國に於て決してその量に於ても．質に於ても乏しくは
ないのであつて、私が専門外の學者として、更にこれを事新し
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く論ずる要を見ないのである。寧ろ私は、此庭では、それ等の
研究を素材として、これを法律的に構成づけたいと意圖して居
るのである。樹ほ本稿に於ては、標題k於て、極めて一般的に、
螢業観念の歴史的な考察を爲すものの如く書いては居るが、主
として、所謂取引の目的物としての螢業についてのみ限定的に
観察せんとするものである。從て主観的意義の螢業について鰯
るる事は勢ひ　いわけである。
　其の位置、阿熱帯k横はウ、建國の理想を農業に置いた我が
國の古代に於て、商業が比較的永く登達せざ卦しことは、史家
の等しく認むる所である。勿論古代に於ける歎々の事實、例へ
ば皇商の遠征、國乗の説、鏡、劒、珠玉、吊布等に徴すれば、
當時に於て既に、商業、從てまた螢業の存在せしことは決しで
　　　　　　　　　　（1）想像に難くない所である。然れども、當時に於ける貨幣が主と
して稻穀、布畠であつたこと、また國民が硬貨に慣熟せるに至
つたことは比較的後代なうしこと、或は我が國の都市の登達が
極めて遅かうしこと等に依て稽ふれば、営時の商が極めて幼稚
な6しことは否定出來ないことであつて、商人と工人との匹別
の如きも明瞭を飲き、工人にして、塵を構へこれを粥ぐ者が寧
　　　　　　　　　　（2）ろ普池であつたのであるび勿論斯かる時代に於て瞥業が取引の
目伯物とな鉱或は財團の取引が行はれたと想像することは不
可能のことである。然れども既に斯かる時代に於て、後世の螢
業譲渡と同様な形式を構成する、身分の引績きといふが如きこ
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とは無かつたわけではない。例へば大寳令位階令に依れば、官
吏登庸進級の法は頗る嚴格なものがあつたのであるが、共の制
度は後に至う漸く弛緩し、官を望む者は自ら、自分の能力を申
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）立て、或は責官、責爵の風も公然行はれて居完のである。凡そ
身分の引績きと言ひ、職業の費買と言ひ、それ等のものが取引
の目的物とさるる所以のものは、それの持つ経濟的債値に因る
ことが多い。商人の管業の如きも初めは自由であつたが中世に
及び、商人は團髄を構成し、その成員以外の者の醤業を許さず、
それが濁占的傾向を示すに至つてはじめてこれに財産的償値を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）生じ、取引の目的物となるに至つたものである。座の責買、質
入の如きはこれである。斯如傾向は、同一の脛濟猴況の下に於
ては古今を問はず、東西を論ぜず行はるるものであつて、徳川
時代に至う「株仲問」の譲渡、質入として表れて居う、暖簾の
責買としても知られて居る。次にこれ等のものについて個々に
研究してみよ5。
　　（註1〉　遽藤i芳樹氏、日本商業志、一頁◎
　　（註2）　幅田徳三氏、繧濟墨全集三巻o
　　（註3）　池邊義象氏、日本法制史、三二七頁。
　　（註4り　小早川欣吾氏、日本搬保法史序説、四三四頁、呉文柄氏、法制を中
　　心とせる江戸時代史論、二五二頁。
ニ、座につψて
．座の登生　座は何時頃、まア～如何にして登生したか。座
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の登生時期は明確ではない。學者によム既にこれを上古の品部
の制にまで遡るべしとする：者もあるけれども、通常はこれを李
安朝時代k求めて居る。鎌倉時代に於ける幾多の座に關する文
獄の一般化せる傾向よウ観察するときは、座の確實なる登生が
軍安朝時代（782－1180）にあうと見るのは穏當のことと思はる
る。從來多くの學者が庭訓往來に「藝才七座の店」とあるを根
擦として、座の起源を、室町時代または鎌倉時代にあ蚕として
居るけれで転丈書に表はれた座の起源は、ともかく、事實と
しての座は、これ等の時代ようも早く登生して居たと見る可き
　　　（1）
である。然らば座は如何にして登生したるか。これに關しては
從來學者の読必ずしも一致して居ない。尤もこれ等の説を以て
戴然異るものの如く観るのは、寧ろ誤ムであつて、私共よウ観
れば、大同小異の程度を出でないのである。既ち編田徳三氏の
見解に依れば、我が國の商業は古來市よウ市に出入する行商な
うしを、挙安朝に至うて少くとも京都には一定の店舖を構ふる
座商を生じた。延喜式の東西市に於ける塵は棚又は座席の事に
して、後に其の規模を振げたるものが即ち座である。即ち座は
全く商業的のものであつて市場に於けるSe之Ltであり、Scdesで
あるといふのが同博士の読であって、これ一般にこの読が座席
　　　　　　　　　　（2）詮と言はるる所以である。柴謙太郎氏の研究によれば、座は座
商の意味あることなく、軍なる占められぬる場所、帥ちSc描の
義に外ならの、斯る座席は示申祇叉は朝廷に於ける儀式の際の座
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よウ來るものであつて、工人その他にも座の制度は認め得らる
る。また座は市座と同一でないことは、績紳皇正統記文明三年
の庭にも京の市塵なる事が見え、座が塵よウ韓化せウといふ編
田氏の根擦は理由に乏しく、結局は、座は商的のものではない。
然し後に至卦轄じてSeatを占有するもの、即ち團禮、仲問と
いふ義に用ゐられ、特別の理由に依卦或る一種の商人、工人の
團燈、仲問を稽するに至◎たるものであるといふのである。然
　　　　　　　　　　　　　　（3）し一種の座席読に外ならぬのである。中由太郎氏の読も、座を
以て信仰の封象、階級の標準とみることについては異色のある
読であるけれども、これを座席読の一つと歎へて差支のあるも
　　　　（4）のではない。三浦周行氏の説は、連歌の座、源義家の剛臆の座、
春日紳肚の肚工の座などに見るが如く、座を以て必ずしも商工
の座に限るべきものとせず、一時的たると永績的たるとを問は
ず二人以上同一の事業に從ムものを組合せたもの、即ち座衆の
義なウと解するものであつて氏自身これを座即組読と言つて居
　（5）
る。其の他本泉澄氏の座の二種二義説がある。これに依れば杜
寺關係の座は、輌止に於ける氏子の座よム來う、商業まブzは工
業の座はこれと全く系統を異にし、市の座席よ卦來ウたるもの
　　　　　　（6）となすのである。按ふに座の言語學的研究は、上述しア～諸學読
を以てしても未だ完全ではない様である。然し座が座席を意味
しぬことは全ての學者の一致しぬ意見である。座席は室問であ
るから、一人にして占有することもある可く、或は数人にして
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占有することもあるべきである。或は始めは空問その竜のを指
したものが後には、塞間を占擦する身分ある人々を指すことも、
今日の殿下、閣下、方丈等の用語例よウしても察せらるること
である。從て座なる語が、軍に商工業を管む人々のみの團髄を
指すと観るのは、固よ動狡き見解といふべく樂人、叢人、神人、
信侶、職人、商人等のあらゆる階級に共通して用ひられし語と
　　　　　　（7）見るべきである。然れども、座は、登展的意義に於て既に早く、
商工以外の團禮について用ひらるることは壌れ、專ら朝廷、貴
族、杜寺等に隷厨する人々にして行商または出稼ぎに赴く者の
團膿のみを指す様になう、更に南北朝を経て、室町時代に入るに
及び本所に依て保障された、螢業濁占権を有する商工業者の團
禮のみを指すに至つた。此の種の座は、軍う京都のみならず、
各地に存在したものであつて、大和、撮津、河内、和泉、近江、
伊勢、美濃、尾張、遠江、駿河、相模、武藏、下総、越後、越
中、能登、加賀、越前、若狭、筑前、周防、阿波等には明にそ
れが見られ、ま凌座の種類も、駕輿丁座、祇園座、麹座、盤座、
油座、萱笠座、魚座、青苧座、鋳物師座、木座、絹座等の殆ん
ど日用品の各品物を網羅して居たのである。然れども、如斯盛
なウし座も、江戸時代に於ては全く特殊な存在と化し、幕府の
硬貨登行局、専責局、及びその直接なる監督の下に立つ特殊の
商人のみを指すに至つたのである。
皿．座の本質　　以上述べた如く、座の意義は時代に依ウ異る
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のであるから其の本質を一般的に述ぶることは困難である。或
は、座は、結局は、江戸時代の株仲問に至る迄の過程的な制度
　　　　　　　　　　　　　　　（8）と見られないではないけれども、然し制度といふものは軍う座
のみに限らず、全て登展的なものであつて、株仲間の制度自禮
すら今ロの同業組合への過程的なものと見られないではない。
故に座を以て過程的だとして、多少とも制度としてそれ自身を
輕覗する様な観察は、座の如き、大きな影響を持つた制度に封
して與ふべき結論ではない様である。また座が、座として肚會
上重要な制度となつたのは季安朝以後のことであるから、それ
以前の、信仰的な意昧の座の如きは、座の本質として一般的に
述ぶるには不適當であ鉱同様な意昧での江戸時代の金座、銀
座、銅座、眞鍮座、桝座、秤座、朱座、人滲座、龍踏座、唐和
明馨合所、箔座、警座、日傭座等如き、特殊の意味を持つた座
　　　　　　　　　　　　　（9）も不適當だと言はねばならぬ。即ち黍安朝時代よウ室町、鎌倉
時代に於て座として最も鮮明な膿型を備へて居た座の本質は次
の如きものである。座とは、同種の螢業を爲す商工業者の組合
であつて、有力者を本所と仰ぎ、その保護の下に濁占的に螢業
を爲すものである。次にこれを若干説明して見よう。
　1）座は同種の螢業を爲す商工業者の組合である。座の種類
は、既に述べた如く非常に澤山あつぬが、登て同種の管業者の
集ムであつて、謂はば同業組合であつブ～。從てコンツエノレンの
如きものではない。組合の性質は、今日の同業組合に類似し、
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民法上の組合、叉は商法上の會肚に類似するものではない。組
合自身の人格は、甚だ微弱であつて、寧ろこれを構成する組合
員、即ち座衆、座人の人格が殆ど絶封的であつたのである。座
の機關が如何いふ風になつて居たかは、株仲問の場合の如く明
にされて居ない。長老株または年寄、或は座頭といム様なもの
が、一般座衆よ卦上に居て座の事務を指導し、座を代表して居
遊様である。座衆の数は、奈良の土器座が十三人、眞莚座が十
七人と言ふが如く、大膿十名内外のものが多かつた様であるが
　　　　　　　　　　　　　　　（10）
?、 二名のものもあつ凌らしい。座は通常同一の商工人の同業
組合であるが、極めて特殊なるものとしては、四府駕輿丁座の
如く、種類の異る座が合して更に一つの大きな組合を作つて居
るものもある。從て斯る座はもはや同業組合といふことは出來
ないけれども、駕輿丁座自身も同時k鳳賛奉昇といふ特別な使
命を有して居たのである。
　2）座は有力者を本所と仰ぎ、其の保護を受くる團膿である。
座はその起源と推定さるる部の時代から、有力者をパト・ンと
仰ひで居ブ～。パトロソとなつプ～竜のは様々であつて、禁裡、幕
府といふ様な特別のものもあつたが、一般kは各地の守護、祠【
杜、佛閣といふ様なものがこれにあたつた。武力無き商人團禮
が自衛的に團結し、有力者の保護を求むるといふ事實は、中世
ヨー・ツパ等にも見られた事實であつて、國家構力が脆弱で盗
賊、横力家が跳梁する時代には避け難き現象である。從て勢力
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のある本所kは、その保護を求むる座は頗る多く、大和の大乗
院の如きは大小六十有蝕の座がその傘下に集つて居た。座はこ
れに封して座役または、公事銭を納入した。本所が納むるこれ
等の公事銭は、屡主本所の主要なる財源を爲したることは史料
　　　　　　　（11）
の示す所である。
　3）座は座役の代償として管業の濁占権、その他の特椹を取
得しブa。座が得る代償の内最も重要なるものは管業の濁占樫で
ある。初め座の濁占椹は、必ずしも排他的のものではなかつた
が、南北朝の頃よ弧漸次專業的となう、他人の競業を許さざ
るに至つた。從て今日の螢業自由の原則は、當時にあつては存
しなかつたわけである。若し新に競望せんとする者あるときは、
座は本所にその停止方を嘆願するのであつれ。此の種の紛孚は
頗る多く「三長記」に表れ遊る建久六年、大和鑓御手作本座の
愁欺、「大谷文書」k表れ允る正慮四年の越知山大谷寺下丈の如
き、古事類苑掲ぐる所の「集古之書雫姦羨」天正十二年には
　　　米之坐事、脇責於狼：者、前々よめ今以如有來可
　　　加成敗之歌如件
　　　　天正十二年四月七日
　　　　　　上下京
　　　　米之座中
とあうて、甚だ其の例に乏しくないのである。共の他座の有す
る特桃としては、諸税、諸役の冤除があ鉱道路の通行椛等が
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ある。當時政治、警察組織完全ならず、商工人にして故なく租
税を課せられ、また諸國通過の際に不當に關税（津税）を徴せ
らるる者が多かつたのであるが、商人はこれを以て極めて不當、
不自由なることとし、本所の勢力を通して之れ等の負搭よウ苑
れんと努力したのである。
　座の特権は、以上の如く他人の競業を禁止するにあつたが、
これが爲めに或る程度の商工業の登展を期待し得たけれども、
新店の管業を許さざることは、他面に於て飛躍的な商工業の登
展を阻害し、城下町の繁榮を望む封建諸侯の志望に副はざるも
のがあつた。ま遊中央集権的政治機構を熱望する有力支配者は、
勢力のある群小本所の存在を好まざる傾向も濃厚であつた。共
の結果は、信長、秀吉、家康の如き統一諸侯は、座の限定化を
好まず、寧ろ管業の自由を奨働する政策を執るに至つブ～。これ
を樂市または樂座と言つた。信長によつて認められた美濃國圓
徳寺の樂市、安土の樂市、秀吉の時代に於ける博多、京幾の樂
　　　　　　　　　（B）
市などがこれである。
　皿．取引の目的物としての座　　既に述べた如く座は、排他
的にして、座の構成員以外の者の競雫業を許さず、偶主これあ
るときは、脇責と稽してこれを排撃し、座員たる地位は世襲の
ものであつブ～が、次第にこれに財産的債値を生じ取引の目的物
となるに至つた。座が如何なる経濟上の要請に基いて、如斯過
程を探るに至つたかは、必ずしも明ではないが、（一）座に加入
二　　座　　に　　つ　　い　　て 1】
する者自身が纏濟上極めて有利なる地位kあること、例へば慮
永年中北野公丈所法印輝能、書麹の特許を得たるを以て洛中の
奮麹の責買を禁じ、爲めに江州の米債これが爲めに低落し、坂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）本の馬借等大いに騒ぐといムが如き記述にても明である如く、
それ自身経濟的債値があつ允こと、（二）然し座員自身、金融上
の必要等よ卦して、座を持ち耐へることが困難な事情に遭遇す
ることもあつたこと、（三）當時の時世が既に初期資本主義の段
階に入う、益ての物が金銭に評慣せられ譲渡の目的物となウつ
つ矛）ること等を基ぐる。ことが出來よう。
　1）座が責買の目的物となうし例としては次の丈書がある。
　　　鷹永班一年御服座責渡謹文（瀧川政次郎氏、法制史料古文書類纂、
　　　六一三頁）
　　　責渡御服之坐事
　　　合七貫伍百文者
　　　右件御服坐箕浦虫村岳正現先祀之坐にて候へ共依有川々
　　　不方之小次郎介御月艮坐人成敗等、東は車借さかいに南は
　　　い［コい河、西は海、北は乃うみ坂之限に責渡庭實正也、
　　　此坐に置椛門勢家路次、海」二に違爾L煩不可有者也傍爲後
　　　日詮交歌如件
　　　　　　　　　　　　　　責主　箕浦村岳ブ1三1近（花押）
　　　　　慮永班登年八力十H
貴買の方式等については、明ではない。特別な座である駕輿丁
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座の様な場合には一種の補任歎を必要としたものの如くである。
　　　　久松輿五郎喜次
　　　右件男宜。爲二駕輿丁左近府内猪態座、故下之歌如．件、
　　　　　　慶長八年三月廿日
　　　左大史小槻宿彌到。
座株の責買債格についても、一定を敏いた様であつて、天交年
中伊勢神宮所領の米座を費買しブ～るに1其の領一爾とあつたと言
はれて居る0
　2）擦保の目的物としての座　　座株が質入の目的物となつ
たことも多数の文書で明である。
　　　永正二年十二月二十六日　三方質券（小早川欣吾氏、日本澹保、
　　　法史序読、四三四頁以下）
　　定油座之事、合一・間者。右座之事は三方用銭之時、曾彌彦
　　左門殿へ直銭蓼貫丈にて入申候庭費正明白也、然問爲三方
　　入申候上は鑓酒等之儀あるまじき者也傍爲後日謹文之搬如f
　　件。
典グ）他永正六年八月十六FIの釜座質入讃文、文永六年二月七日
の麻座質入読文等が凌）る。質樺設定の結果は、座塵の占有は質
糀者に移傳したσ）で茨）つて、上述油座の文轡にも明なる如く、
爾後質糀者は」璽衆として督業を繊績しブ～ることは鑓酒畠財皮露の
出鏡レ）有無等の事實よりも判断せらるる。嘗入の事實は明でな
いo
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　座が其の他の櫓保椹の目的物となつたか否かも明瞭ではない
が、康永年中砥園杜領の綿座、所役を出ださざるによう、綿費
三人所持の綿を留置きし事賞が文獄に見られる。此の留置構を
以て直に座株自身に封する留置椹の存在を想像し得るや否やは
疑問である。
　　（註1）　庭訓往i來は元弘四年正月、僧玄恵の…手になり、北條氏治世の動静を
　　記したるものなりと謂ふ。嬉遊笑覧に七座の市座として、絹座、炭座、米
　　座、檜物座、千朶櫃座、相物座又は紙座、馬座を撃ぐ。
　　（註2）編田徳三博士、前掲、術ほ同博士は類聚名義抄其の他に依り蝉「イ
　　チクラ」その他の丈字上の根操を逓べられたるも、稽ζ強想の感を冤れな
　　いo
　　（註3）柴謙太郎氏、組、座、同文館嚢行、経濟大嚇典。江頭恒治氏、座、
　　日本組濟史露典、皿．一〇｝三頁。
　　（註4）　中山太郎氏、歴史地理、第二十九巻第三號、第四號Q
　　（註5）　三浦周行氏、法制史之砺究八五九頁。
　　　　準泉澄氏、中世に於ける鮭寺と肚會との關係。
　　　　宮本叉次氏、株仲脚の研：究、一頁o
　　（議8）上掲、宮本氏は座を以て、株仲問に至る「先行形態」または「過渡
　　的」な姿と見て居らるる（一頁四頁）〇
　　三浦周行簿士も夙に座の一般的意義確立の困難なることを述べらる（上禍、
　　八六六頁〉。
　（謎9）　徳川時代の座は、特殊の意味を持…つ℃帰たo帥ち（その一）は幕府
　　の硬貨獲行局たる金座、銀座であり、（その二）は幕府直轄の専喪局たる銅
　　座、鐡座、眞鍮座等であり、（その三）は幕府監督の下にその專喪を特許さわ
　　た牛5争宋なる商人、臼1ち秒1凶～、利…凶三、朱脾…、人滲艘峯、龍”災凹蛋、慨涯刃1切」野袋合所、
　　箔座算であり、（その四）は保護もしくは監督の日的をイずする瞥座、口傭座等
　　である，勿論徳川時代に於ても、座の名租をイ∫するものは都會地叉は天領
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に於’では以上のものに限られたけれ・ども、地：方』に於’では依然とし’で中世の
座が残つて居た。紀州のm邊、新宮に於ける瀬戸物座、鞭座・鰯座、太物
座、塗物座、煙草座、越前敦賀に於ける船道座、馬借座、小田原の魚座、
越後の油座、酒座の如きこれである（江頭氏、座、経濟露典、皿、一〇一
三頁以下）。今これ等のものについで詳論することは田來ないが、例へぼ江
戸時代の金座は、後藤氏の世襲する所であるが、勘定奉行の支配に麗し、
金貨の鋳造、通用金幣の鐙査、上納金の堕封、地金の買牧等を仕串とした・
鰭造に際しては歩一金の中若干の冥加金を徴した。また銀座は、銀貨を鋳
逡し、通用銀幣の検査、銀地金の買牧等にあたつで居たが、慶長六年五月
大津大官宋吉勘兵衛利方の建議により山城の伏見の地に創始きれ、慶長＋
七年これを江戸に移したものである（松亭太郎氏、江戸時代制度の研究・上
巻、一〇〇七頁）o
（註10）　宮本氏、前掲、二頁。
（註11）　三浦周行氏、法制史の研究、八九三頁。
（註12）牧健ご氏、口本法制史概論、二六四頁Q
（註13）　横井時冬氏、口本商業史、九〇頁以下。
三　株仲問につψて
1・株仲間の登生　　先づ株仲間の登生時期について述ぶれぱ、
座の場合よウ不明瞭ではない、江戸時代に登達したものであつ
て明暦の頃よウ、此の制度が散見し、萬治、元腺、寛文、貞1享
等の年代を通じて消長があつた。明和、安永、天明年問には多
くの株仲問が結成され、文化十年頃には江戸に六十八、天保四
年には大阪には九十八の株仲問があつたと言はれて届る。株仲
問制度の登生原因は必ずしも一様ではない。一般的に言へば座
の制度が、既に述べた色々な理由、殊に樂市、樂座の如き、ド1
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由商業の許容によム、壌絶の運命に一端は蓬着したけれども鮭
會の現實なる要求は、種々なる理由から、これに類似する同業
者の團膿を必要としたことに依るものである。而してそれ等の
理由として墨げらるるものは、大別して外部的なもの．と、内部
的なものの二種に分つことが出來る。外部的な理由としては、
徳川幕府が行政警察的理由から、斯如組合の成立を奨働したこ
とが暴げらるる。元來、徳川幕府の中央集樺的政策から言へば
座、仲間の如きものは、徒黛類似の行爲であつて、其の政策と
祁容れないものであるから、初めは禁止的態度を以て、之れに
臨んで居たが、幕府は、新規商品取扱禁令の爲め、その他物債
政策の途行の爲め、これを利用するの賢なるを思ひ享保六年に
至ウ方針を改め一定の規準の下にこれが成立を拗奨するの態度
に出でたものである。これには幕府の特命に依る御免株とその
特悪に依る願株の二種があつた。前：者に属するものには、質、
古手、古金等の株仲問、糸割符仲問等があつて警察的見地叉は
封外貿易取締の必要上よム天降ウ的に、その結成が促進された
もレ）がオ）る。後者に属するものには、安永二年の菱垣廻船問
屋、享保年中の十紅問屋の如く、rl登的に結成されぬものでは
あるが官の恩惑にフ，仁いて特許されプ～ものが入るのである。内部
的のものとしては、替業の猫占、偵格の安定、不正品の排除等
を和互的に規格化する爲めの團膿の結成が基げらるる。前述し
た大阪、江戸等に起りたる十紅問屋の制度の如きは乙れに騰す
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るものといふことが出來る。
　皿．株仲間の本質　　先づ株仲問といふものを定義して見る
と、それは同種の螢業を螢む商工人が、螢業の猫占、相互の繁
榮を圖る爲めに結合したる組合であるといふことが出來る。
　1）株仲問は一種の同業組合であつた。此の黙は杢く、座の
制度と異る所がない。株仲問に属する螢業の種類としては米
屋、昧噌屋、醤油屋、盤屋、油屋、酒屋、炭屋、薪屋、肴屋、
木綿屋、紙屋、蝋屋、茶屋、魚屋、青物屋、檎物屋等の生活必
需品に關するものよ外材木屋、畳、大工屋等建築關係のもの、
其の他船道屋、質屋、髪結床、廻船宿、艀下船道、指物屋等殆
ど汎るものを網羅して居た。唯これ等の螢業に關する株仲問結
成の事情は上述した如く、或は警察的見地から天降蚕式に作ら
れたもの、或は自然的且つ自登的に作られブ～ものの相異は存す
る。これ等の螢業は勿論、同種の螢業なることを原則とする。
然れども座に於ける駕輿丁座の如く、株仲間にも異なる螢業の
大同團結もなきにしもあらず、彼の江戸の十組問屋、大阪の二
十四組問屋の如きこれである。勿論これ等の間屋は、常時の海
運制度の不便に起因しf起つたものであつて、荷打、破船のあ
る揚合に船問屋の介入を許さず廻船瞥業開係者がその仲問の問
にこれを庭理しブ～といふ特別の目的の下に成立しブ～ものであつ
て、巌格な意味での同業組合と見ることは禺來ない。
　株何燗と座の異なる重要なる黒liは、株仲問には座の揚合の如
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き本所と稻するパトロンの無き事である。これ座がカスト的だ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）と言はれ、株仲間がギノレト的だと言はるる所以である。勿論株
仲間の場合に於ても、その上に公儀、寺肚、大名、町役人、所
司代といふ様なものがあつて、直接これが監督、指導、保護の
任にあブ～つて居たけれども、これと座の揚合の本所とを比較す
ると其の問に大きな性質上の開きが見らるる。即ち本所の揚合
には、その前提として肚會不安があ外本所と座との關係は隷
属的であつ遊が、株仲問の揚合には、肚會不安の前提よムも、
警察的、瞥利的事情が前提となつて居鉱株仲問の公儀その他
に封する關係は治者と被治者との關係に立つて居たのである。
從て株仲問の揚合には、その法人格的要素は、座の揚合よウも
強度ではあるが、然し依然として同業組合ブ～るの域を出づるも
のではなく、各組合員自身の狗立したる法人格を無覗するもの
ではないのである0
　2）．株仲問は替業の猫占、相互の繁榮を圃ることを目的とす
る組合である。株仲問の場合には、座の蜴合よウも一層その結
成の動因が純纏濟的であつて、替利的である。卯ち競業の排
斥、市揚の狗占といふ様なことよゆ、度蛙衡の統一、商品の槍
査・、不正品の取締と云ぷが如く、積極、浦極の作用はあるが、
螢利主義的な作用は看過することは出來ないのであつて、徳川
時代に於ける資本主義的傾向を表徴するものである。
　瞥業の猫占は、株仲問の如きギノレト組織k於ては最：も：重要な
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作用であつて、仲間以外の者が、同一螢業を爲すときは、これ
を公磨に訴へて、その停止を願望するのであつた。
　　　　○享和三亥年閏正月
　　　　　百姓大工之業致し候に付問合並挨拶（徳川禁令考）
　　佐渡守領分田邊二而前々よム百姓共次小屋又ば雪陰等自分
　　に而捲來候庭近來は家叉は堂塔建立候に付城下町に罷在候
　　大工棟梁よ蚕差留候得共不相用棟梁共差圖を不受狼に大工
　　職致候儀領主よ蚤差留候儀不苦儀御座候哉
　　　　　閏正月廿六日　　　牧野佐渡守家來
　　　　　　　　　　　　　　　　　古河藏主
　　御附札
　　書面持前に無之致し候者有之本職求差障候筋之儀は御領主
　　よう御差留聯不苦と存候　以。L、
　　　○享保令典永鑑棄＋鍵元文元辰年十月
　　　　畳
　一・、上方商責米之儀、脇々に而狼に引請致1萄責候故粗揚不
　　　同有之〆6も不。宜候付今度米問屋九人に而上方商責
　　　米引請取捌いたし候筈に申’卜｝候、自∠》脇店米屋者不軌及
　　　レ申、共外之潜ども、、L方米一切引請申間敷候、若脇々
　　　に而致商責候もの於有之は吟味之上、急度可申付候條
　　　此旨相守可申候
　　　右之趣町中可鯛知也
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　　　十月
斯如き事實制度は、一方に於て利便あると共に、他面に於て弊
害の存することは苑れ難い、次の文書の如きは誠に良くその問
の消息を穿つて居るo
　　O　世事見聞録五
　先當時は、新規に商費を始ること自由ならず、其近邊に同
　簡責の者ある時は、其の者よウ差障うを申て、新規の店を
　構ふなウ、若拒み候時は公邊へ訴るなウ、公邊の取捌も新
　規の者を構らるるものなう、元來問屋仲買などの仲問の定
　蚤來うしは、共仲間に入らずして一人立て責買を始るは格
　別の事なれば構らるるも尤もの事な鉱併是を以て天下の
　大道よ蚕見る時は甚だ狭き法にて偏固なる掟な卦、右膿：偏
　固なるのみ有によつて問屋仲間共勝手儘の相揚を定め締め
　責にするなウ若右之問屋仲買の外にて脇よう買時は是叉公
　邊の御沙汰になウて餐らるるなう、依て飯米、炭、薪、汕、
　共外日川の諸品國々よウ下直なる辿私に買事叶はず責事な
　らぬ・也、然るに今は矛f膿イ中問α）定ウなる商買蝦蓬迄も1イfα）如
　く故障を申懸て心の儘に出來ぬ事となりぬ。
されば天｛呆十二年には、水野、忠、邦、各種マ）株仲問を解f孜し、細．
合、fl阿司、問屋等グ）』名稔を川ふることを禁じ、米商は米屋、炭，
商は炭屋と唱へ、叉卸賓レ）みを、11逃ず小責を余ねさす等、主と
して物倣政策的．見地から一時株仲問を禁止したが、豫想に反し
20 我が國に於ける管業観念の歴史的考察
物債は低落せざるのみならず、商責上の法則、慣習飢れ、却て
不便となつ遊結果、嘉永四年三月阿部正弘代つて再び問屋の制
　　　　　　　　　　（2）度を復活するに至つズ～。、のみならず株仲問に於ては、新規なる
商品等を製作し、仲問同志の競争を激化することも禁止されて
居ブ～様であるo
　　O　享保六丑年（徳川禁令考）
　　　　諸商人諸職人仲ケ問を究め月行事を相定候事
　今度被仰出候臭服物諸道具書物類は不及申諸商責物菓子類
　に而も新規之事御停止之儀先達而申渡候通候就き諸色同商
　買之者共仲ケ問を究め月行事を相定め新規之品若捲出候は
　ば互致吟味新規之品も有之は相止させ可申候萬一子細も候
　は讐可訴候
　市揚の支配は、債格支配、供給量支配に依つて行はれ、殊に
偵格支配は、前述「世事児聞録」にも瞭なる如く、屡糞庶民怨
嵯の的となつブ～様である。仲問問には、良く市揚決定のネ「i揚が
嚴守されぬ様であつて天保十一年十一月の炭問屋「申合規定帳」
に「御常地商内之義は時々之相揚を以相立候右格直段よ卦堂厘
たウとも高直に責方仕問敷候」とあるによるも、判然する。ま
た運迭に關する協定も嚴守され、出責出買の儀は禁止されて居
た。
　　○享保六丑年　出實出買之儀に付町鯛（徳川禁令考後聚）
　近年品川沖よウ湊内まで諸廻船懸居候所江町申よう小船を
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　藪多乗出し中途に而廻船乗組之水主と出買之もの共馴合不
　将成商責物隠買仕候故積荷物不足有之船頭並問屋とも難儀
　之由申出候向後中途に而萬物堅買取申問敷候事
　其の他株仲問の機能としては、度量衡の統一、商品の槍査、
不正品の取締等の專ら自粛的手段に依て、反射的に相互の繁榮
を圖ることが墨げらるる。
　皿。株仲問の組織　　株仲問の業務を執行し、これを代表す
るものは通常年行司、月行司と言はれ、叉は年寄、取締、肝煎、
勘定方、改役、年番、組頭などとも言はれた。選墨、抽鍍、入
札、順番、家柄等の色々な方法に依つて決定された。役員の数
の如きも、一人、三人、十人、十七人といふ様に各仲問に依て
同一でなく、任期も一定して居なかつた。仲問の成員は、株の
所有者に限られて居プ～、通常一人一株を原則としたけれども、
往々二株三株の所有者もないではなかつブ～。これ等の株の所有
者は、その株式の1所有者たることを讃明する爲めに株札、うくは
鑑札を斯持しプ～。株札は木札であつて焼印が捺され華聾されて
居るのが麺常であつ左。
　　○　錐（御鯛帳）古事類苑
　繰刺、大工、木挽、葺師、左官、張付師、傘張、桶師、差
　物師
　矛f職人前々よウ札無之者は、細工不罷成候御定に御座候1起
　狼ゆケ問敷粗成候問彌オ；L無之職人は一圓雇申問敷事。
22 我が國に於ける誉業観念の歴史的考察
　株仲間の成員藪にも原則として一定の限度はなく、十人位の
ものよゆ、千人近くのものもあつた。仲問が加入するには原始
的加入の方法以外に、相績、新規加入の方法があつたが、これ
には種々なる要件を充さねばならなかつた。
　　○　畳〔魚仲買株名前帳〕
　一新規に仲買へ相加う度由申候者有之候は覧身元等得
　と相糺、相劃之上御願申上、仲問江差加、冥加銀之儀は其
　割合を以相納、商責筋段々繁昌仕候はば其節は冥加銀一膿
　に相増上納可仕候事
　一、株譲卦井に家替仕候節は家持に候はば五人組年寄借家
　人に候はば家主共五人組年寄差添御断可申上候事云々
即ち株仲問となるには、到取帳、仲問帳、株帳、名前帳等に株
の所有者の名前が記入され、移動ある毎に書き改められた。株
仲問は公儀に封し冥加金の上納の義務があつた。冥加金の性質
は、座の揚合と同様であるが、稽きそれよウも租税に近いもσ）
であつた。これは株の所有：者が直接公儀に上納するのではな
く、株仲問として上納するのであつて、金建まノ～は銀建とし、
共の額も最初の年と次年以下と必ずしも同一ではなかつた。例
へは明和七年設定の菓種絞汕屋の株数二百五十は初年金五百爾、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）翌年・よ今銀七貫目といふ様になつて居たと1いふ。冥加金の意味
は表面は「國恩報謝．iの意であつたが、實際は株仲問に勤する
特許料であつて、幕府財政棄飢の時にはこれに封する徴牧も飢
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脈を極めて居た様である。株仲問には、定款に似た仲問條目が
あつた。條目の内容としては、幕府の諸令を守る可き旨、冥加
金の割合、鑑札の保存及譲渡、新規加入、入札方法、貸借勘定、
役員、禁止事項等が定められ、仲問結成の際はこれを役所に葵
上するのを常とした。條目は「自法」たる性質があつたから屡
屡幕府の法律を侵し、業者の取引を狡陥iにする危瞼があつた。
　　○天保四巳年正月
　　　諸商人仲問自法等之名目可相止旨申渡（徳”襟令考）
　近來諸商人之内仲間自法と唱條目帳等仕立取計或は公事出
　入に付家業膿之儀奉行所之問に入候事を種々致し株立候様
　加入杯と名付取引致候趣相聞如何之儀且は自然同商軒別〆
　総に相成市中渡世向手狡に成行候k付夫々糺明にも可及腱
　先つ此度は宥冤を以別段不及沙汰候條近頃i新規自法を以柵
　立候仲問名目早々相止條目帳等可致破帳候　云々
條目の禁止條項としては、鑑札に關するもの、請人に關するも
の、印形に關するもの、i新規商品に關するもの等、株仲問の種
類、共の他時代に依う同一でないo
　　O　朧屋共人別帳調印之儀町鯛隠川禁令考）
　一　町中聾屋共人別此度柵改前々之通帳’面印形取申候問共
　　　町々』名三セ支配限蛙屋共木残來る一珪卜1よう同一H・九ll迄に
　　　四つ時よウ八つ時迄之内柳原松下町中村り爾太央方江罷
　　　越帳而に印形取候様急度可申渡候此旨町中不残i可被相
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　　　鯛候　以上
　組合員にして仲間條目、仲問申合、其の他幕府の法令に違反
する者あるときは、除名、過怠金、詫欺、遠慮等の制裁を受け
た。然し組合員問の紛孚は奉行所に訴訟するに先立つて「仲問
捌き」または「仲問吟味」で決定することが許されて居ウ、幕
府もこれには立入らなかつた様である。殊に仲問問の債権の訴
訟には、專ら仲問に於てこれを決し、螢業上の信用を助成する
　　　　　　　　　　（4）に努めたと言はれて居る。
　最後に株仲問の決議機關としては、株仲問の「寄合」がある。
寄合は巴定の日時に、ま遊は臨時に開かれ、「仲間寄合所」のあ
る所では、其塵に、斯如會所の無きものでは料理屋等で開かれ
た。決議の方法は多藪決主義に依つたが、議事に依つては満場・
一・致の方法も探られブ～o
　N・取引の目的物としての株式　　先づ「株」の概念につい
て、此の語が我が國の現在の商法其の他の法律に於ても常用せ
らるる故に、同顧して見よう。宮本氏に依れば「株とは樹を土
際よ6伐ら採ムブ～る残ムの部分、部ちくひぜ・き◎かぶのこと
にして、農夫が冬期、山林に入わて樹枝・樹幹を切弧或は焼
くも、翌年春風の吹ぐや、その切株よ鉱まプ～芽を登するもの
で才）る。近1踊il：含に於て譜代制度ボ世襲制度が固定すると共に、
地位、身分、格式、業務を世襲し抜けざることを株と和｝し、そ
レ）数が限定さるるに及び、一一ρ）捌杯りとなう、更に之が責買、言麗
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渡の客艦となるに至つて、株叉は株式の概念が固定するに至つ
　　　　　　　（5）た」と言つて居る。瀧川氏に依れば「株式の式は敷とも書かれ
たが、其の職よう出で喪ることは論を侯たない」と言はれて居
る。要するにこれが語源學的研究としては、或は荷ほ研究の鯨
地があるやも、しれざるも、株窟たは株式が、財産的債値を有
して取引の客膿となつて居ぬことは事實である。株仲問の株の
法律上の性質は、一面に於て同業組合に於ける持分樺なうと言
ふことが出來るが、當時に於ては、既に述べたる如く、今日の
如くj瞥業の自由が認められて居なかつブ～のであるから、これを
螢業を爲す椛利、所謂Is細のRcehtam　Ullterlle：hmel1なうと
言ふ之とが出來ると思ふ。換言すれば、株式の譲渡は、常時に
於ては、株仲問としての身分の譲渡であつプ～けれども、同時に
轡業樺の譲渡であつたのである0
　1）譲渡の目的物としての株式　　株仲問の株式は、共の性
質上排他的であつて、株式の藪の如きも限定され、譲渡の目的
物としては不適當なものであつブ～。然れども株式は螢業の猫占
糀を表徴するものにして、常時としては、前述したが如く、此
の耀利なくしては瞥業を爲すこと能はざる故に、勢ひ株は金融
市揚に於て交換偵値を生じ責買レ）目的物となるに至つ★。株の
賞買は、常事者問に於ては箪なる意思表示にても共の敷果を基
げ得たが、仲問杢・膿との開係に1於ては、その杢髄の承諾を必要
とした。例へば大阪の炭問屋の株式は、組合年番を純て年行司
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に申出で、仲間一統の許諾を維ることを必要とし箆とされて居
　（6）
る。共の他の手績としては新鑑札の受領、株帳の書替等が必要
であつた。店舖の譲渡があつた揚合には「弘メ」をしなければ
なら】なカ】つプと。
　○　享保五子年（徳川禁令考後聚）
　　　譲屋舖之儀に付町鰯
　家屋敷他人は勿論たとひ親類江譲渡候共早速町内は不及申
　一類江も弘め致し帳面名も改可申候、譲渡候儘に而不念い
　たし打捨置候而及出入詮儀之上謹擦も於無之は向後奉行所
　江取上げに成候問右之段町中江可相鰯者也
　株の責買代金は、株料叉は株金と言はれ、株の種類によ舅司
一ではなく、江戸十組問屋の中、下う廻船盤問屋が二千爾から
四千爾位、蝋問屋、木綿問屋の中大傳馬町組が千爾位、髪結床
でも場所によう五千爾位のものがあつぬと言はれて居る。術ほ
買主は代金の外に加入料、顔見世銀、出銀、振舞料、盃料、硯
儀銀等の名稚の下に一定の料金を仲問に彿はねばならなかつプ～o
　替業譲渡の範圃については、商品は勿論、商號も移韓し、積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）極財産のみならず、消極財産の移轄もあつた様である。次の交
厭は、事の眞爲は別とし、當時の管業譲渡の杢貌を識る上に極
めて貴：重なるものであつて、既に勢務者の移轄についても言及
してある。
　○　耳嚢．ヒ三（古事類苑）
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　　　大木口哲大阪や卒六五十嵐狐膏藥江戸廓最初の事
　今の大阪や季六廓、其頃は九尺店のあやしき木藥や成しが、
　右亭主上総のもの二而、在所へ引込候問、右麟名代共責渡
　し度由の沙汰を聞、幸の事なれば、右名代を買て、彼荷物
　を仕付べしと相談の上仕入有之、木藥並召仕の小者共に、
　金六十爾之積相談相極、口哲並五十嵐冶金二十爾づつ差出、
　　耶藏は夫程之世話難。成身上故、十爾差出、残ゆ十爾不
　足の所は右荷物の株或は古遣具等責彿ひ、右木藥株買請候
　積之庭、荷物株古道具共漸八爾に相沸ム故、季藏十試爾差
　出、難なく株をととのへ、大阪や季六といム藥種店を其儘
　商ひ致させける。
　2）貸借の目的物としての株式　　既に譲渡の目的物となつ
ブ～株仲問の株式は、まぬ貸借の目的物にもなつた。貸借には使
用貸借もあつぬ様であるが、大部分は賃貸借である。貸借の目
的物とされぬ株式を貸株裂ぬは借株と稚しぬ。貸株は現所有者
よウ他人に一時的に株式の使用を輿へることであるけれども、
例外の揚合としては請株の揚合k、請人が公儀よう一定藪の株
式を請ひ受け、これを更に特定の金員にて貸す揚合がある。例
へば明和六年、塚口屋七兵術が公儀よウ橋十一ケ所の修繕を條
件として大阪の旅寵株三百を苑許され、七兵術はこれをそれぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）れ瞥業者に貸し與へぬといふが如きはこれである。然し通常の
貸株は前者レ）揚合である。
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　○　干鰯屋仲問定書（古事類麺
　　　貸株之案文
　　　　一札
　一　此度干鰯株借受責買仕候に付、御伸問中御定之儀、相
　背申問敷勿論御仲問之内、御徳居先へ書歌並に人遣候儀相
嗜可．申候、萬一御仲問中へ少しにても妨仕候はば、右借
　受取株御取揚可被成候其時一言之申分無御座候。
　一　株禮之儀六月極月爾度先渡可仕候、萬一相滞候はΨ請・
　人よう急度相立可申候。
　　　右之趣急度相守可申候爲後日坊如件
　　　　　　　年號月　日　　　　借う主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何　　誰印
　右之趣相守せ可申候且叉株禮銀御極之通無滞爲差出可申候
　i若遅滞仕候はば私よめ差出可申候傍受人印形如此御座候巳
　上　　　　　　　　　　　　受人　　何　　誰印
　　　ヂ鰯屋御仲問中
　以」二の案交に依て見るに、株式貸借の揚合には、得意先の紹
介といふことも或る程度に行はれたらしく、借人は仲問條目巌
守の義務もオ）つたらしい。通常保離人の附く事も想像される。
賃借料、即ち株禮の額は、明瞭ではないが一ケ年銀五十爾とい
ぷ例も渉）るo支佛の方法は、一ケ年毎、叉は六月極、先渡とい
ぶ様なことが行はれtノ～らしいグ）で才）る。
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　3）擦保の目的物としての株式　　徳川時代の櫓保権には書
入と、質入れの二種があつた、書入れは櫓保物件の占有槽が債
権者に移轄せざるものであ外今日の抵當椹に近きものである
が、質入はその移轄するものである。株仲問の株式が、これ等
の捲保樺の目的物となつて居つたか、否かといふに、既に財産
的憤値があつて、責買、貸借の目的物となつて居た程であるか
ら、書入れ、質入れの目的物となつて居たのである。斯ること
は當時の丈學本にも、既に見えるのであつて「三十石艦始」や
「傾城天の朋衣」や「浪速百事談」には、株の質入の事が見え
　（¢）
るo
　O明和四年十二二月廿三日　角蜀書（大阪市史三ノ七四五）
　大阪三郷並端々に而、百姓丁人所持之家屋敷、土藏、納屋、
　諸株、髪結床等、質物書入金銀貸借謹文奥印之儀、江戸丁
　人相願候、依之差配所御苑被成候問以來差配所江申出奥印
　可請候
　○　家質並船床髪結床警入謹文取捌之事（徳川禁令考後菊
一家質金　　臨謙潮繍蒋
　　　享保五年極
　但目限之」二滞におゐては家質可爲柵渡H限内之宿賃も濟方
　可『P付候、’花イβ季之内に而も宿賃滞三ケ，月迄訴出候はば取
　上可申事o
　株式の質入は、大概ね、家質、船床、髪結床の書入、質入れ
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に、準じたのである。質入の期限は大抵三月叉は八月であつた。
質物を取る場合には置主、受人の住所、姓名、判を取るのが通
常であつプ～。質入の際には鑑札、株札の占有は債権者に移轄し
たことは次の文書k依め明である。
　○　天保九年　十組仲問規定（日本財欧経濟史料）
　爾御札之儀大切に所持仕、火災等之醐者、自身持退可申、
　猶叉如何様之儀有之候共、右爾御札金子引當等之心得を以、
　相預候儀決てi致間敷事。
尤も右の文書は、爾札（鑑札、株札）を金子引當等に爲さざる
趣旨のものではあるが、その反面解繹に依れば、當時、その占
有を移轄しあム尤ることを轡ゆるものである。但し占有の移轄
のあつたのは所謂爾札だけであつて、當時の株櫓保の賓際は、
書入れ、即ち櫓保物件の占有を移轄せざるものが多かつたので
あつて、其の結果、「御公役」「諸懸」は質置人の負澹する所と
なつて居ブ～ことは次の文書を以て：知らるる。
　　　　　　　　　　　（10）　○　船株質入鐙交之事
　一　御極印伏見船　百艘之内百九拾番船株萱艘分右之株銀
　　　子入用に付常申八月冶來る酉の八月迄銀子八百目之質
　　　物差入右之銀子髄請取申庭實正明白也、然上者株質利
　　　銀壼ケ月に四分宛毎月無滞相渡し可申候、尤船諸役掛
　　　φ物不残此方冶相勤可申候萬一滞儀候はば右之株致帳
　　　切無異儀相渡可申候爲後日株質入謹文防而如件。
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　○　床株質入謹文之事（大阪要用録）
　一　誰組何橋何詰何側に有之候髪結床壼ケ所株共、我等所
　　　持に御座候塵、當何の何月よう來何の何月迄、銀何程
　　　之質物に差入、則銀子惜に講取申虎實正也、尤利銀萱
　　　ケ月に何程宛、毎月晦日無遅滞相渡し可申候
　　　御公役井諸懸ウ物、萬事此方よウ相勤可申候、萬一元
　　　利相滞候は㌦右床株共致帳切、無異儀相渡可申候爲
　　　後日床株質入謹文防而如件。
債務不履行の揚合は、権保物件ぬる株式は、螢業と共に債樺者
に移轄しぬのであつて、今日の流質であつたわけである。
　以上、徳川時代の株仲問に就いて通観したが、μヒの希サ度は、
兎角の批詐を爲す飴地存するとは言へ、幕府から言へば、直接
の利盆として冥加金の牧入となるのみならず、更にこれよう寧
ろ大いなる問接の利盆としては町入階級を統御し、商品の領格、
品種を統制し、物資の調節を圖ることが出來ブ～のみならず、螢
業者の方から言ふても、相互の聯絡、信用の維持、不正競業の
防止に役立つブ～制度である。從つて前述しブ～如く天保十二年に
一端株伽lllの禁止があつブ～にも拘らず、嘉永四年には再びこれ
を再許するの已むなきに至つたのでオ）る。
　　（馳1）　宮本氏、前掲、三買o
　　（謎2）　本庫榮治郎氏、株仲問、細濟學爲辛典、工．四〇鴬頁以下o
　　（謎3）　宮本氏、前掲、一三三頁o
　　（誰4）牧健二氏、日本法制史概論、三六〇頁。
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（註5）　宮本氏、前掲、婁六頁。四一頁。瀧川氏、前掲、五四二頁・瀧本誠
一氏、経濟史研究、五一三頁Q
（註6）宮本氏、前掲五〇頁、大阪市史、第一、一一〇四頁。
〔註7）消趣財産の移韓ありとする読、牧健二氏、前掲、三六一頁滲照。
（註8）　宮本氏、前掲、五一頁Q亭田成友氏「江戸と大阪」、九〇頁。
（註9）小早川欣吾氏、日本澹保法史序読、七九二頁以下。
駐10）　小早川氏、前掲、七九四頁所載o
四、暖簾其の他について
　術ほ螢業それ自膿とは見られないカ§、其の構成分子として重
要な螢業の組成部分を爲しブ～二、三のものについて一瞥しよう。
　L暖簾　　その起原に關しては、比較的に正確なる通説が
建てられて居る。字義について言へば、或は和漢三才圖豪＋誌
にある如く幌音黄（和名止波利鍵議）とも言はれ、幌者帷幌也以
布棉爲之、其幅無定、市郵格戸懸幌、記屋號及灰買之品類者帥
幌之屍也と唐韻に説明されて居る。初め羅家に於て風鼠を防ぐ
ブ～めに用おられしものなうとの説もある。即ち勅脩百丈清規、
月分須知に「四月候二天氣一、俗堂内下二暖簾一、上涼簾」と見ゆ。
「のれん」昔讃は「暖簾」の宋音なんれんの・音便なうと言ひ、
一説に元、明代の音なウとも言はれて居ウ、「のうれん」とも登
音されて居る。徳川時代には一般に贋く商店に｛吏用せられ、典
の長きを長のれん、短きものを牛のれん、軒先きに懸くるを水
引のれんなどと言ひ、常時の文學、随筆にも屡遠散見する所で
ある。n本永代藏（元腺、西鶴）に「室町の片脇に仕立物屋の
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軒を香ウて、橘の暖簾か力埴て當世着る物の縫出し優れて」云
云とあ鉱蕪村句集にも「なうれんに東風吹く伊勢の出店かな」
とあるなどはその一例である。
　我が國に於て暖簾が、何時頃よう所謂グッド・ウエノレとして
商家の名聲、信用を表徴するに至うしやは朋確には知ム得ない。
然れども徳川時代の株仲問に於ける株の費買に於て、暖簾の譲
渡のあめしことは、既に認めらるる所であウ、且つ「別家」制
度の上に於て暖簾分けの事實が明にされて居る。「暖簾分け」の
制度は、今日の法制よウ見れば、術ほ曖昧の性質のものではあ
るが、江戸、大阪はじめ徳川時代に於て各地に盛に行はれ、現
今に至るまで、商家一般の慣習として鈴韻を保つて居る。即ち
當時の別家は、分家の一種であつて親族以外の番頭、手代其他
の使用人に家名、財産等を分典し一家を創立せしめたのがこれ
である。之れによウ、長年主家に奉公せし之等の奉公人は、相
當の資本と、惜定の顧客とを得て猫立することが出來プ～のであ
る。主人も白ら進んで、これを仲間に披露し、爾替屋及び仕入
先に封する保鐙の地位に立ち、暖簾、家紋を分ち、時には崇教を
も同じくしぬのである。その關係は、然し益く主從の關係であ
つて、別家せる使用人は月の一日十五日には主家に至り御機嫌
を泰伺し、主家の藩屏ぬる地位に立つて濫たのである。されば
往々本家の中には、別家の此の，監實の義務を濫川するもヴ）あウ、
商家見聞集の申に「近來こころへ悪しき本家を兄聞するに身持
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不行献にして、身代持くづし別家どもへ用金申付るごとく、わ
うへいに無心を申し、心よううけざる時は暖簾を取上るなどと
ゆするな舅などと見ゆる。即ち別家の揚合は、嚴格に言へば、
之を今日の螢業譲渡に類似するも、荷ほ「暖簾を取上る」構限
などの所在する所よム見れば、その關係は必ずしも同一に親難
　　　　　　　　　（1）き黙も存したが様である。
　皿・屋號　　屋號が、螢業の一部として、取引の客艦となつ
たことは、既k株仲問の責買の揚合k蓮べた所である。然しな
がらギ屋號が、瞥業と離れて軍猫に責買されプ～か否かは明では
ない。その起原については横井時冬博士の「藝窓襟載」に詳細
な研究がある。即ち我が國に於ける屋號の淵源は、早くも大寳
令に「凡市毎。距立・標題二行名一穰器護轟農藝紹農雑鍵髪姦壼」とある
に遡ウ、延喜式には「凡市皆毎麟．立膀．題號．號、各依二共郵一、
随．色交關、不得彼此就便違越」とあウて東西爾市に盛にる商螂
あうて各商品の名にようて屋號とした。叉室町時代には座名を
以て屋號とした如くである。玉勝問に引かれたる中原康富記に
慮永廿七年十一月七日壬申、赤日祭日也、豫依。爲二分配一早朝
南都下向、天蓋大路勉屋着之、史員職行秀等同宿也とあるは、
屋號の正確なる最初の交獄なウと言はる。典の後屋號は一般に
弘ま鉱或は商品の名稽を、或は租先叉は己の出身地を、或は
1帥名、魚鳥の名稔を、共の他種々なる名稚を用ふるに至つぬ。
徳川時代に屋號が好んで用ゐられたるは、士人を除けば、典他
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の者は氏を用ゐること能はざるに依るものと言はれて居る。爾
ほ當時に於ても現今の所謂商號自由の原則に封する例外の如き
ものがあつた。
例へば御當家令條（古事類苑）畳
　一、町人之家名、鶴屋と申儀、向後無用可。仕候、其外諸道
　　具等にも、鶴之紋付候事、是叉無用たるべき事、以上、
　　　　午皇葦緑二月朔日
　　　　　　　　　　（2〉とあるが如きはこれである。
　皿：。看板　　看板が螢業の組成部分として、取引の目的とな
つブ～ことも、既蓮iの如くであるo否、…火に述ぶるが：如く、廣一告
術の進歩せざウし當時にあつては、それが螢業の名聲、信用等
を表現するものとして、暖簾、i家紋等と共に、今日に於けるよ
めも遙に重要なウしことは、次に述ぶるが如く、之に封する商
人の關心の深きことよ卦も推測さるる斯である。看板の起原も
杢く暖簾の揚合と等しく、之を令義解、延喜式に學者は求めて
居る。部ち前掲の令義解の「凡市毎。難立．標題二行名一」の丈句、
また延喜式の「凡市皆毎。郵立。膀題。號、各依二共郵一随。色交關、
不。得二彼此就．便違越一」の如きはいづれも看板の源獄となつて
居る。商人の看板は、固よウそσ）構岡、大きさ、交宇、脩飾等
は、n由なる創意に依うて作られプ～けれども、叉これに封する
取締規定も相常嚴格なものがあつた。例へば贅澤物を禁ずる意
味のものとしては、天和二壬戌年七月〔正實事録六〕
6?? 我が國に於ける誉業槻念の歴史的考察
　　　　　　　　畳
　一、町中諸職人諸商人之看板、金銀之箔を押し、蒔糟梨地金
　　　粉滅金かな物無用にいたし、木地之看板に墨にて書付、
　　　かなものは鐵銅の外は一切仕問敷候、井見世に金銀之張
　　　付金銀之唐紙、同前金銀之屏風立候儀、向後御停止に候
　　　問、無用に致すべし、若相背もの於有之は、急度可爲曲
　　　事者也。
　　　戌七月
　　右は七月廿八日御鯛、町中蓮到。
　その他看板桂新規井場所替、看板の大さ等に關してもそれぞ
れ制限があつた様で（大阪要用録）、興味のあるのは蘭字の看板
禁止の事實である。
　〔嘉永町燭〕近年責藥之看板杯を、蘭字にて認候も相児候、
以來蘭字は無用可i致候事。
　右之通、天保十一子年、申渡置候庭、兎角今以市申諸看板等、
　横文字認差出候も有之候由、不琢之至に付、早々取抑可申候
　　右之趣、町中不洩様可鯛知者也。
　　　丑懸永＋一月
五、結 論
　以上具膿的に列墨しプ～る事例に徴すれば、我が國に於ても、
既に背くよう、包括的財産としての瞥業が、取引g）客膿として
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取扱はれて居遊事實を認むることが出來るのである。然もその
螢業の範園も、廣汎であつて、螢業上の債梅、債務は勿論、得
意先、商業使用人、屋號、看板等までも包含せられて居箆ので
ある。’ま7セ醤業そのものの性質から観ると、これを輩に螢業財
産として児るべきでもなく、叉これを螢業上の組織叉は利得の
見込みといふ様にも見るべきではなく、當時の螢業不自由の杜
會情勢から到断して、寧ろ螢業行爲實行の「株」、即ち一種の構
利、即ち螢業権と解す可きが如くである。
　　（註1）　木村剃三郎氏、暖簾、経濟學鮮典、】V・2m頁・大槻文彦氏、大言海、
　　倉橋美紀氏、暖簾に闘する法律的考察、法曹會難誌、第一八巻、第八號・
　　古事レ類苑、産業部、暖簾、牧健二氏、同本法制史概論、三六二頁。瀧川政
　　次郎氏、日本法制史、五九〇頁・大阪市史、第三巻・三七一頁。
　　（註2、　横井時冬氏、藝窓襟載、一四一頁。古事類苑、産業之部二、六三九
　　頁
